
介護現場の“今”と“これから”をつなぐ情報誌

介護生産性向上通信
介護現場の業務改善や介護テクノロジー等に役立つ情報をお届けします

VOL.

04
発行元

岡山県介護生産性向上

総合相談センター

令和８年度

岡山県委託事業2026年08月号

今回の

特集 “申し送り”を見直して、

業務改善
情報共有の質を高めて、

無駄な時間とミスを減らそう

相談センターからのお知らせ ～無料相談をご利用ください 事業所の課題解決をサポートいたします～

相談例 ・ICT、ロボットを導入したいので、機器や介護ソフトの選び方の助言がほしい

・記録や引継ぎ事項など簡単にできるようにしたい

相談無料
お気軽に相談ください

岡山県介護生産性向上総合相談センターは、岡山県からの委託を受け、介護現場の生産性向上を支援しています

申し送りは「すべて伝える」から「必要な情報を共有する」へ

申し送りを見直す、業務改善例

記録で確認できることは記録で。

急ぎの情報はその場で。

申し送りでは重要なことだけ。

無駄をなくして、
利用者ケアの時間を
増やしましょう！

01 02 03 04申し送りの内容を決める 口頭で共有する内容を絞る 緊急性の高い情報は
速やかに共有

記録と申し送りをつなげる

よ
く
あ
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例
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必要な情報に絞って、無駄をなくす！ 記録で確認できることは、
各自で確認する！ 必要な職員へ、すぐに伝える！

二重入力・伝え忘れを防ぐ！

「念のため」で細かいことまで

すべて申し送りをしている

口頭で伝える項目決める

✓体調変化

✓事故・ヒヤリ

✓当日の注意点など

必要な情報に整理することで、

申し送りの時間の短縮に

つながります。

夜勤者から日勤者へ、一人ずつ

同じ説明を繰り返している。

利用者の変化を後でまとめて

伝えるため、職員を探したり

申し送りまで待ってしまう。

「記録に書く→申し送りノートに

書く→口頭でも伝える」と三重に

なっている。

記録で確認できる内容は

各自で確認し、口頭では

当日の注意事項など、

必要な情報を共有する。

同じ説明の繰り返しが減り、

朝礼・申し送りを短縮できる！

インカムで必要な職員へ

その場で共有する

職員を探す・呼びに行く時間の

削減や、迅速な情報共有に

つながります。

タブレット記録を共通情報にして、

申し送りでは“記録を見たうえで

”注意点だけ確認する

転記や二重入力の削減、

伝達漏れの防止に

つながります。

情報の流れを見直してみましょう！

改善前 改善後

記録を書く
申し送りノートへ

転記

口頭で

申し送り
タブレットに記録

職員間で

リアルタイム共有

申し送りは

注意点だけ確認

時間がかかる・手間が多い・

伝え忘れや漏れが起こりやすい

時間を有効活用・手間を削減・

必要な情報が確実に伝わる！

・食事量
・水分量
・排泄
・お風呂
・リハビリ
・変わった様子

等々

○○さん
昼食後にふらつき
他にも、、

○○さん昼食後に
ふらつきあり…

受け取りました！



最新の情報はホームページでもご確認いただけます。ぜひご活用ください。

相談窓口のご案内岡山県介護生産性向上総合相談センター
生産性向上に関するお悩みは、お気軽にご相談ください。

相談無料

専門家相談 TEL：086-221-4565 （平日）8:30～17:00

お問い合わせフォーム（下記URLもしくは右の二次元コード）
https://okayama-kaigocenter.com/contact/

第二回モデル介護事業所見学会を実施しました 7月15日（水）

令和７年度厚生労働省大臣賞奨励賞
特別養護老人ホーム唐松荘様（新見市）

テーマ「入居者様の希望を叶える小さなまち」

✓ 施設と取組事例の紹介（ビデオ視聴含む）

✓ グループに分かれて施設内見学

✓ 池田施設長様から『「働きやすい職場」で息づ

く良好な関係と良質な仕事』についての講和

参加者様の声

• 利用者様の小さな意向まで叶うよう工夫されているところが印象的でした。

• さまざまな取組について、自施設でも実践できることはないか考えながらお話を伺いました。

• 働きやすく、職員同士が協力できる環境づくりが、人材育成につながっていると感じました。

• 見守りヘルパーやキッチンヘルパーといった役割を初めて知りました。役割分担によって、

介護職員が本来の介護業務に集中できる環境づくりがとても参考になりました。

その他、セミナー等の情報
は岡山県介護生産性向上総
合センターのHPでご確認
ください。

ワンポイント

申し送りチェックリスト
あなたの事業所の記録業務を見直してみましょう！

チェックがついた項目から、

情報共有の方法を見直してみましょう。

まずはできることから、やってみましょう。

 申し送りに必要な情報が整理されていない

 伝える順序が決まっていない

 ツール（インカム・タブレット）を

活用していない

 伝えた内容が記録に残っていない

やってよう！申し送りの仕分け 情報の内容に合わせて、伝え方を選びましょう！

記録で確認
記録を見ればわかることは、

各自で確認！

例

• 食事量・水分量
• 排泄の状況
• バイタル
• 入浴の状況
• レクリエーション参加状況 等

申し送りで共有
その日・その時に注意しておきたいこと

を共有！

例

• 転倒リスクが高い
• 体調が不安定
• 服薬の注意点
• 気を付けたいこと 等

その場ですぐ共有
急ぎの情報は、インカムなどで、

すぐに共有！

例

• 転倒・急変があった
• 応援が必要
• 利用者の様子が急に変化
• 危険な行動が見られた 等

すべて変えなくても大丈夫です。まずは「ひとつ減らせないか？」から始めてみましょう！
迷ったら、まず職員同士で「何を・いつ・どう伝えるか」を話し合ってみましょう。

今日の注意点だけを

簡潔に伝える！

職員を探す時間をなくし、

素早く対応！

記録を活用して、

同じ説明を繰り返さない！

※以下は情報共有方法を考える際の一例です。利用者の状態や緊急性、各事業所のルール等に応じて適切な方法で共有してください。
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